
資料2　事務事業評価（自己評価）結果

基本施策3

目標3

基本戦略7

暮らしを支える安心快適なまちづくり

自分たちの安全は自分たちで守れるまちをつくる【安全】

交通事故を防止する



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

件 400 483 計画 実績

事業費 9,185 8,389

特定財源 0 0

一般財源 9,185 8,389

単位 計画（予測） 実績

件 400 483 計画 実績

件 30 33 事業費 14,000 13,960

件 5 4 特定財源 0 0

件 10 5 一般財源 14,000 13,960

件 10 2
生活環境課

標識等新設箇所数

数値化できない成果

カーブミラー新設箇所数

ガードレール新設箇所数

所管課 区画線新設箇所数

指標名
コスト（千円）

交通事故発生件数

改善の方向性 事業実施の
方向性0509200

全ての道路利用者 交通事故等のない安全で安心な環境を整備する

　他の事業との連携によりコストの削減
を図る。

　他事業との連携を密にし、コスト縮減
や工期の短縮に努める。また、住民から
の要望に速やかに対応することにより、
地域の交通状況を判断し、各地域の交
通状況に応じた交通事故防止活動に
努める。

事業名

継続する

交通安全環境整
備事業

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

所管課

生活環境課

市民 交通ルールを守り、交通事故のない社会づくりをする
事業名

交通安全推進事
業

数値化できない成果

事業実施の
方向性

継続する

改善の方向性

　交通教室などの交通安全活動に参加
していない市民への交通安全教育。

　市ホームページや広報誌等を最大限
に利用し、最新の交通状況・情報を住
民に周知し、地域一体型で住民が参加
できる交通安全活動を目指す。

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

交通事故総発生件数

0509100


